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中
札
内
村
農
業
委
員
憲
章

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

農
業
・
農
村
の
代
表
と
し
て
、

　
　
　
　

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
実
現
に
努
め
、

　
　
　
　
　

国
民
の
期
待
と
信
頼
に
応
え
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

食
料
の
自
給
率
と
自
給
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、

　
　
　
　

適
正
な
農
地
行
政
に
努
め
、

　
　
　
　
　

優
良
農
地
の
確
保
と
効
率
利
用
を
進
め
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

農
地
利
用
の
最
適
化
を
め
ざ
し
、

　
　
　
　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の

　
　
　
　
　

発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

認
定
農
業
者
や
新
規
参
入
者
等
の
意
欲
あ
る
担
い
手
の

　
　
　
　

育
成
・
確
保
と
経
営
支
援
を
強
化
し
、

　
　
　
　
　

農
業
・
農
村
の
持
続
的
発
展
に
努
め
ま
す
。

一
、
農
業
委
員
会
は
、

　
　
　

暮
ら
し
と
経
営
に
役
立
つ
情
報
の
収
集
・
提
供
に
努
め
、

　
　
　
　

活
力
あ
る
農
業
と
農
村
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
五
日
制
定
●
●

2022年

令和4年3月

NO.42

～冬のなごり　春待つ大地～

中札内村は「日本で最も美しい村」連合に
加盟しています。
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　 農 委 だ よ り第 42号 令和 4年 3月 25 日発行（2）

◉住宅を建てたい⇒除外に該当
除外➡手続期間：３～４ヶ月
農用地区域に指定された土地を、農業以外を目的として利用しようとする場合に必要

◉現在農用地区域外にある農地を農用地区域内へ入れたい⇒編入に該当
編入➡手続期間：３～４ヶ月
宅地（農用地区域に指定されていない土地）に格納庫等の農業用施設を建設するなど。新たに農用地
区域に編入しようとする場合に必要

◉農業用施設を建てたい⇒用途変更に該当
用途変更➡手続期間：１ha以上→３～４ヶ月、１ha未満→約２週間（軽微な変更）
農地に、業務のために必要な格納庫等の農業用施設を建設しようとする場合に必要。

申請に必要な書類
●変更地の測量図面
●立面図　●平面図
●金額が確認できる見積書
●その他必要に応じた書類

中札内村から
お知らせ 産業課 産業グループ産業課 産業グループからから

農振変更手続きはお早めに！
申請受付が、年４回になります（令和４年４月から）

【農業振興地域整備計画（農振法）受付スケジュール】

☎６７－２４９５

　農業振興地域整備計画（以下「農振」という。）とは、優良な農地を保全するとともに、農業振興のための各
種施策を計画的に実施するため市町村が定める総合的な農業振興の計画で、「農地法」による農地転用許可制度
と併せて設けられている制度です。
　これまでの農振の変更は、随時受付しておりましたが、変更手続き中は、変更手続きが完了するまで新たな
申請を受付できないルールとなっており、申請者にとっては建物を建てる場合など申請時期や申請方法が分か
りづらく、予定が立てにくいなど課題がありました。
　こうしたことから、申請方法や申請時期をより明確にし、計画的かつ円滑な申請手続きとなるよう令和４年
４月１日から手続き方法を変更します。

計画変更（農振除外）する場合、土地の条件により除外できない場合があるほか、申請する土地の用途区分の
確認が必要となりますので、建物等を建設予定している場合、まずは産業課までご相談ください。

申請の種類 申請締切 手続き完了見込

第１回 軽微な変更 ５月末 ６月末
除外・用途変更・編入 ８月末

第２回 軽微な変更 ８月末 ９月末
除外・用途変更・編入 11月末

第３回 軽微な変更 11月末 12月末
除外・用途変更・編入 ２月末

第４回 軽微な変更 ２月末 ３月末
除外・用途変更・編入 ５月末

※�住宅建設予定地の登記地目が「畑」の場合は農業委員会へ農地転用の許可が必要になりますので農業委員会へ申請書および
必要書類を添付し提出してください。

申請の種類、手続毎の所要期間は？
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結婚相談所「おびしんキューピット」に
登録しませんか！

申
し
込
み
は

お
び
し
ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
事
務
局
へ

　
入
会
に
あ
た
り
用
意
す
る
書
類
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
び
し
ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
事
務
局
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
び
し
ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
と
は
？

　
帯
広
信
用
金
庫
が
開
設
し
て
い
る
結
婚
相
談
所
で
、

十
勝
管
内
在
住
者
向
け
に
、
婚
活
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
会
員
制
で
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
結
婚
相
手
の
希
望
条

件
、写
真
な
ど
を
登
録
す
る
と
、お
び
し
ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ

ト
事
務
局
が
１
対
１
の
お
見
合
い
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し

て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
最
初
の
お
見
合
い
の
際
、
名
前

等
の
個
人
が
特
定
で
き
る
情
報
は
明
か
さ
れ
ず
、
30
分

程
度
お
話
し
し
た
後
、
別
室
で
事
務
局
か
ら
や
り
取
り

を
続
け
る
か
確
認
が
あ
り
、
続
け
る
と
な
っ
た
場
合
初

め
て
名
前
等
を
教
え
合
う
と
い
っ
た
流
れ
に
な
っ
て
お

り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
面
で
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
本
事
業
は
平
成
29
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和
４
年

２
月
18
日
現
在
、
会
員
数
は
３
９
３
人(

男
性
１
７
６

人・女
性
２
１
７
人)

。累
計
お
見
合
い
数
は
７
３
１
回
。

結
婚
組
数
は
31
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
農
業
者

の
会
員
数
は
42
名(

男
性
35
名
・
女
性
７
名)

。
結
婚
組

数
は
４
組
で
す
。

　令和 3年 8月 4日、村と商工会、帯広信用金庫による「出会いの場創出の連携
に関する協定締結式」が行われました。この協定は村において後継者対策および少
子化対策の一環として結婚支援の取組を推進するため、村と商工会、帯広信用金庫
と連携して出会いの場を創出することを目的としています。
　この協定締結に基づき、村では、帯広信用金庫結婚相談所「おびしんキューピット」
への会員登録活動を進め、結婚の機運を高めていきます。

ご
利
用
に
は
会
員
登
録
が
必
要
で
す

〇
会
員
の
資
格

　
＊
十
勝
管
内
在
住
の
方

　
＊
法
的
に
も
実
生
活
上
に
お
い
て
も
独
身
の
方

　
＊
結
婚
し
た
い
と
い
う
明
確
な
意
思
が
あ
る
方

　
＊
反
社
会
的
勢
力
で
は
な
い
こ
と

　
＊
入
会
時
原
則
20
歳
以
上
50
歳
以
下
の
方

◎おびしんキューピット事務局へ電話
☎０１５５（６７）７８４５（直通）
受付時間▶10時～18時（土曜・日曜・祝日は休業）

◎帯広信用金庫のHPから仮申込
https://www.shinkin.co.jp/obishin/
relationship/marriage/

　　　　　　QRコードからの仮申込▶

申し込み方法
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農業者年金制度が改正されます！

改正のポイントは・・・

　少子高齢化が進む中、安心して老後を迎えるためには、早めにしっかりとした備えが
必要です。農業者のための公的年金「農業者年金」は、長生きする農業者の経済基盤が
より充実すること、また若い方が農業者年金がより加入しやすくするように制度改正さ
れますので、制度改正の概要を紹介します。

令和４年５月から

●�60歳以上65歳未満で国民年金に任意加
入している方も農業者年金に加入できる
ようになります。

加入可能年齢が、60歳から加入可能年齢が、60歳から
65歳に引き上げされます!65歳に引き上げされます!

国民年金
任意加入

20歳 60歳 65歳

【農業者年金の加入要件】
農業に従事（年間60日以上）する方で

国民年金
第１号被保険者

令和４年１月から

●�35歳未満で認定農業者に該当しない等一
定の要件を満たす方は１万円から通常加
入できるようになります。

35歳未満の方は、35歳未満の方は、
月額1万円から加入できます！月額1万円から加入できます！

1万円 2万円

改正後の保険料

これまでの保険料

6万7千円

【35歳未満の方の通常加入の保険料】
（千円単位で選択できます）

令和４年４月から

●�昭和32年４月２日以降に生まれた方が対
象です。

年金の受給開始時期を、年金の受給開始時期を、
ご自身で選択できます！ご自身で選択できます！

農業者老齢年金

特例付加年金

20歳 65歳 75歳 年齢上限なし

【年金の受給開始時期】

これまでどおり、60歳
以上65歳未満の間で、
繰り上げ受給も選択す
ることができます。

・農業者老齢年金：65歳～75歳
・特例付加年金：65歳以上（年齢上限なし）

農業者年金の内容や
ご相談については、

農業委員会事務局担当または
農協担当まで

お問い合わせください。
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　2021年度（令和４年１月末現在）における農地の移動状況等についてお知らせします。
※下段は、前年同期の数値

※上記には、北海道農業公社に係る買入、売渡を含む。

農地の移動状況等を公表します！農地の移動状況等を公表します！
（令和３年４月～令和４年１月末）（令和３年４月～令和４年１月末）

法　令　名 有償・無償 移転区分 年度 件　数 面積（㎡） 備　　　考

農地法第３条

※相対契約等による農地の賃貸借、使用貸借、売買、贈与

有　償
所有権移転

Ｒ３ 0 0
売買

Ｒ２ 8 135,387

利用権移転
Ｒ３ 6 270,248

賃貸借
Ｒ２ 7 309,534

無　償
所有権移転

Ｒ３ 2 258,399
贈与

Ｒ２ 9 1,083,222

利用権移転
Ｒ３ 3 519,761

使用貸借
Ｒ２ 1 330,156

農地法第４条
※権利の移転・設定を伴わない農地転用

無　償
Ｒ３ 3 1,657 格納庫・農家住宅
Ｒ２ 3 13,354 牛舎、格納庫等

農地法第５条

※権利の移転・設定を伴う農地転用

無　償
所有権移転

Ｒ３ 0 0
Ｒ２ 1 13,977 育成舎、乾草庫等

利用権移転
Ｒ３ 1 5,026 スノーモービル遊技地
Ｒ２ 3 77,765 砂利採取、遊技地等

基盤強化法

※あっせんによる農地の賃貸、売買等

有　償
所有権移転

Ｒ３ 4 141,295 あっせん売買、
農業公社売渡Ｒ２ 14 632,686

利用権移転
Ｒ３ 24 1,160,070 あっせん賃貸

（更新含む）Ｒ２ 37 1,822,403

無　償
所有権移転

Ｒ３ 0 0
Ｒ２ 0 0

利用権移転
Ｒ３ 0 0
Ｒ２ 6 267,028 経営移譲による

合　　　　　　　　　　計
Ｒ３ 43 2,356,456
Ｒ２ 89 4,685,512

締結（公告）された地区名 平均額（円） 最高額（円） 最高額（円） 件　　　数

中札内全域 8,100 11,000 6,000 26

　令和３年１月から令和３年12月までに締結（公告）された賃貸借における賃貸料水準（10a
当たり）は、次のとおりとなっています。　　　　　　　 　※平均額の百円未満は切捨て（公社賃貸除く）

農地賃貸料情報農地賃貸料情報
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〈
広
　
報
　
委
　
員
〉

委
員
長
　
島
　
次
　
孝
　
至

委
　
員
　
垰
　
田
　
隆
　
志

委
　
員
　
八
　
田
　
富
　
雄

委
　
員
　
柚
　
原
　
洋
　
子

委
　
員
　
西
　
野
　
松
　
男

委
　
員
　
真
　
野
　
盛
　
昭

　
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
を

是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
42
号

�

発
行
　
令
和
４
年
３
月

令
和
三
年
九
月
～
令
和
四
年
二
月

【
九
月
】

二
十
七
日　

第
十
五
回
総
会

　
　
　
　
　

第
５
回
全
員
協
議
会
（
利
用
状
況
調
査
報
告
）

【
十
月
】

　
　

八
日　

農
地
あ
っ
せ
ん
委
員
会
（
共
栄
地
区
）

二
十
五
日　

第
十
六
回
総
会

　
　
　
　
　

農
業
委
員
勉
強
会

【
十
一
月
】

二
十
五
日　

第
十
七
回
総
会

　
　
　
　
　

十
勝
農
業
委
員
会
連
合
会
講
演
会
（
動
画
視
聴
）

【
十
二
月
】

　
　

四
日　

農
地
あ
っ
せ
ん
委
員
会
（
常
盤
地
区
）

二
十
七
日　

第
十
八
回
総
会

　
　
　
　
　

農
業
委
員
勉
強
会

【
一
月
】

　

十
八
日　

農
地
あ
っ
せ
ん
委
員
会
（
上
札
内
地
区
）

二
十
五
日　

第
十
九
回
総
会

【
二
月
】

　
　

一
日　

�

釧
路
・
根
室
・
十
勝
地
区
女
性
農
業
委
員
研
修
会
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
会
議
）

　
　

七
日　

ブ
ロ
ッ
ク
別
農
地
業
務
担
当
職
員
研
修
会
（
動
画
視
聴
）

　

十
六
日　

農
地
あ
っ
せ
ん
委
員
会
（
新
生
地
区
）

二
十
五
日　

第
二
十
回
総
会

　
　
　
　
　

第
四
回
広
報
委
員
会

　農業委員会では毎月1回（原則として月の25日
前後）に総会を開催しています。農地の売買、貸
し借り、転用等の申請をする場合は、毎月15日（休
日の場合は前日）まで申請書を農業委員会まで提
出してください。

各種申請は、毎月15日までに！

　
十
一
月
二
十
五
日
、
十
勝
農
業
委

員
会
連
合
会
主
催
の
農
業
委
員
会
講

演
会
が
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
の
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
研
修
は
、
農
業
委
員
の
資
質

の
向
上
と
今
日
の
農
政
課
題
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
と
し
て
開
催
さ
れ
る
講

演
会
で
今
年
は
講
師
に
税
理
士
法
人

竹
川
会
計
事
務
所
、
代
表
社
員
所
長

の
竹
川
博
之
氏
を
講
師
に
「
農
業
経

営
の
継
承
の
留
意
点
と
法
人
化
の
課

題
～
相
談
事
例
に
基
づ
く
実
践
的
ア

ド
バ
イ
ス
」
と
題
し
て
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
主
に
農
業
経
営
の
継

承
と
農
業
の
法
人
化
に
つ
い
て
講
演

を
い
た
だ
き
、
経
営
継
承
で
は
、
今

な
ぜ
経
営
継
承
が
必
要
か
「
後
継
ぎ

だ
か
ら
」
で
就
農
し
、
経
営
者
に
な

る
と
い
う
時
代
は
終
わ
っ
た
。
高
度

成
長
期
に
積
極
的
に
展
開
し
た
多
く

の
経
営
者
た
ち
が
世
代
交
代
の
時
期

を
迎
え
て
い
る
。

　
今
ま
で
築
い
て
き
た
経
営
基
盤
、

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
社
会
的
財
産

を
失
わ
な
い
よ
う
対
策
が
必
要
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
円
滑
な
継
承

の
た
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
べ
き
事
項
で

は
、
五
年
後
、
十
年
後
の
経
営
の
方

向
性
（
売
上
、
利
益
、
農
地
面
積
や
、

借
入
金
等
）
と
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

を
見
据
え
る
こ
と
が
重
要
と
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
農
業
の
法
人
化
に
お
け

る
経
営
面
と
税
制
面
に
お
け
る
メ
リ

ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
、
法
人
化
後
の

経
営
課
題
に
つ
い
て
も
お
話
い
た
だ

き
、
実
務
面
を
含
め
て
貴
重
な
研
修

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

十
勝
農
業
委
員
会
連
合
会
農
業
委
員
講
演
会

～
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
（
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｂ
Ｅ
）
に
よ
る
講
演
を
視
聴
～

そ
の
ほ
か
の
主
な
活
動

講
演
会
視
聴
の
様
子


